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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗浄組成物と封入材料とを含む単一区画型又は多区画型水溶性洗浄用パウチであって、
該パウチが、液体組成物を含む少なくとも１つの区画を含み、前記液体組成物は、
　（Ａ）メチルグリシン二酢酸、グルタミン酸二酢酸、それらの塩、及びそれらの混合物
からなる群から選択される、３０～６０重量％の範囲の錯化剤と、
　（Ｂ）ポリアミンから選択される、７００ｐｐｍ～７重量％の範囲のポリマーであって
、アミンの水素原子が、アルカリ金属カチオンにより部分的又は完全に中和されたＣＨ2

ＣＯＯＨ基によって部分的又は完全に置換されている、ポリマーと、
を含み、ｐｐｍ及びパーセンテージは前記液体組成物を基準とする、パウチ。
【請求項２】
　前記液体組成物が、前記組成物の１０重量％以上の水を含む水性組成物である、請求項
１に記載のパウチ。
【請求項３】
　前記液体組成物を包囲する前記封入材料が、冷水不溶性かつ温水溶解性である、請求項
１又は２に記載のパウチ。
【請求項４】
　前記液体組成物を包囲する前記封入材料が、９０～９９％の加水分解度を有するポリビ
ニルアルコールを含む、請求項１～３のいずれか一項に記載のパウチ。
【請求項５】
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　前記液体組成物を包囲する前記封入材料が、コーティングされたフィルムである、請求
項１～４のいずれか一項に記載のパウチ。
【請求項６】
　前記錯化剤が、メチルグリシン二酢酸、その塩、及びそれらの混合物からなる群から選
択される、請求項１～５のいずれか一項に記載のパウチ。
【請求項７】
　前記ポリアミンが、ポリアルキレンイミン及びポリビニルアミンから選択され、アミン
の水素原子が、アルカリ金属カチオンにより部分的又は完全に中和された－ＣＨ2ＣＯＯ
Ｈ基によって部分的又は完全に置換されている、請求項１～６のいずれか一項に記載のパ
ウチ。
【請求項８】
　前記ポリアミンが、ポリエチレンイミンから選択され、前記アミンの水素原子が、Ｎａ
+により部分的又は完全に中和されたＣＨ2ＣＯＯＨ基によって部分的又は完全に置換され
ている、請求項１～７のいずれか一項に記載のパウチ。
【請求項９】
　前記液体組成物が、モノカルボン酸、ジカルボン酸、及びそれらの混合物からなる群か
ら選択される有機酸の塩を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載のパウチ。
【請求項１０】
　前記塩が、カチオンとしてカリウムを含む、請求項９に記載のパウチ。
【請求項１１】
　前記液体組成物が、２２℃で１％水溶液として測定される際に１０～１１のｐＨを有す
る、請求項１～１０のいずれか一項に記載のパウチ。
【請求項１２】
　前記液体組成物が、２３℃でＤＩＮ　５３０１８－１：２００８－０９にしたがって測
定される、２００～８００ｍＰａ・ｓの動的粘度を有する、請求項１～１１のいずれか一
項に記載のパウチ。
【請求項１３】
　前記液体組成物が、
　メチルグリシン二酢酸、その塩、及びそれらの混合物からなる群から選択される、前記
組成物の３０～５０重量％の前記錯化剤と、
　前記組成物の０．１～５重量％のポリアミンであって、アミン基の水素原子が、アルカ
リ金属カチオンにより部分的又は完全に中和された－ＣＨ2ＣＯＯＨ基によって部分的又
は完全に置換されている、ポリアミンと、
を含む、請求項１～１２のいずれか一項に記載のパウチ。
【請求項１４】
　前記封入材料がポリビニルアルコール及び可塑剤を含み、前記液体組成物が可塑剤を含
む、請求項１～１３のいずれか一項に記載のパウチ。
【請求項１５】
　水分感受性成分を含む第２の組成物を収容する第２の区画を更に含み、前記水分感受性
成分が、漂白剤、酵素、及びそれらの混合物からなる群から選択される、請求項１～１４
のいずれか一項に記載のパウチ。
【請求項１６】
　前記液体組成物が、２０℃で６５％以下のｅＲＨを有する、請求項１～１５のいずれか
一項に記載のパウチ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗浄の分野に属する。本発明は、洗浄用製品、詳細には、水溶性パウチの形
態の洗浄用製品に関し、より詳細には、パウチは、錯化剤、より詳細には、アミノカルボ
ン酸塩錯化剤を含む液体組成物を含む。
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【背景技術】
【０００２】
　昨今では、単位用量洗剤が広く普及している。その名前が示すように、単位用量洗剤と
は、１回分の洗剤を収容するパウチである。今日の単位用量洗剤の一般的な形態の１つに
、水溶性封入材料に封入された洗剤組成物がある。このような洗剤組成物は包装を剥がす
必要がない。水溶性材料に封入される洗剤の配合は依然として課題である。これは、リン
酸塩を置き換える必要がある場合に最も問題となる。リン酸塩は、優れた洗浄活性成分で
あるだけでなく、周囲環境及び／又は製品自体から水分を吸収することによって加工処理
性及び製品安定性にも寄与するものである。
【０００３】
　アミノカルボン酸塩錯化剤は、リン酸塩をその洗浄能力の点で置き換えるために使用す
ることができるが、これらの材料を配合することは容易ではない。アミノカルボン酸塩錯
化剤は、通常、液体の形で合成される。これを更に固体粒子又は顆粒に加工処理すること
ができる。メチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）などの、液体の形で合成されるアミノカル
ボン酸塩錯化剤は、高濃度の溶媒をともなう。これは、輸送の点でアミノカルボン酸塩錯
化剤を不便なものとする（それほど高くない濃度の有効成分を得るために大量の液体を要
する）。この高濃度の溶媒は、錯化剤を単位用量の水溶性パウチの形態の洗剤の一部とし
て配合する必要がある場合にも問題となる。容積の制約に加えて、単位用量の場合では、
溶媒は、洗剤組成物の残りの有効成分との不相溶性の問題も生じ得、また水溶性フィルム
との負の相互作用も示す。
【０００４】
　メチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）及びグルタミン酸二酢酸（ＧＬＤＡ）並びにそれら
のそれぞれのアルカリ金属塩などの錯化剤は、Ｃａ２＋及びＭｇ２＋などのアルカリ土類
金属イオンに対する有用な金属イオン封鎖剤である。そのため、これらは洗濯洗剤及び自
動食器洗い（ＡＤＷ）配合物、特にいわゆる無リン酸塩洗濯洗剤及び無リン酸塩ＡＤＷ配
合物のような様々な目的で推奨され、使用されている。こうした錯化剤を出荷するには、
多くの場合、顆粒のような固体又は水溶液が適用されている。
【０００５】
　洗剤配合業者は、錯化剤をできるだけ濃縮された水溶液として得ることを望む。求めら
れる錯化剤の濃度が低いほど、より多くのスペースが占有され、洗浄有効成分の利用可能
なスペースが少なくなる。
【０００６】
　ＭＧＤＡの約４０重量％溶液及び更にはＧＬＤＡの４５重量％溶液を調製し、室温で保
管することができるが、溶液が局所的に又は一時的に低温であると、それぞれの錯化剤が
析出し、かつ不純物によって核形成される場合がある。かかる析出は化学的不安定性につ
ながり、かつ／又は封入材料の性質に悪影響を及ぼし得る。
【０００７】
　それぞれの錯化剤の溶解度を高めることができる添加剤の使用も考えられるが、かかる
添加剤はそれぞれの錯化剤の性質に悪影響を及ぼすものであってはならない。
【０００８】
　したがって、本発明の目的は、０～５０℃の範囲の温度で安定であるＭＧＤＡ又はＧＬ
ＤＡのような錯化剤の高濃度溶液を含む水溶性洗浄用パウチを提供することにある。本発
明の更なる目的は、０～５０℃の範囲の温度で安定であるＭＧＤＡ又はＧＬＤＡのような
錯化剤の高濃度水溶液の製造方法を提供することにある。かかる方法及びかかる水溶液の
いずれも、それぞれの錯化剤の性質に悪影響を及ぼす添加剤の使用を必要とするものであ
ってはならない。
【０００９】
　液体を収容する水溶性パックを設計するときに考慮すべき他の点として、製品の粘度が
ある。水溶性フィルム中に充填される液体は薄すぎてはならず、さもなくばパウチ内に充
填される間に飛び散ってシールに悪影響を及ぼすが、濃すぎてもならない。濃い液体は溶
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解を遅らせ、充填工程の時間が長くなることにより、処理時間の増大につながる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は、上記に述べた課題を解決する単位用量水溶性パウチを提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、水溶性洗浄用パウチ、すなわち洗浄組成物を収容するパウチを提供するもの
である。パウチは、単一の区画又は複数の区画を有することができる。少なくとも１つの
区画は、液体組成物を含む。液体組成物は、
　（Ａ）メチルグリシン二酢酸、グルタミン酸二酢酸、それらの塩、及びそれらの混合物
からなる群から選択される、３０～６０重量％の範囲の錯化剤と、
　（Ｂ）ポリアミンから選択される、７００ｐｐｍ～７重量％の範囲のポリマーであって
、アミンの水素原子が、アルカリ金属カチオンにより部分的又は完全に中和されたＣＨ２
ＣＯＯＨ基によって部分的又は完全に置換されている、ポリマーと、を含み、
　ｐｐｍ及びパーセンテージは液体組成物を基準とする。
【００１２】
　本発明のパウチの液体組成物は水性であることが好ましいが、本明細書において「水性
」とは、液体組成物が、液体組成物の約１０重量％以上、好ましくは約１５重量％以上、
より好ましくは約２０重量％以上、特に約３０重量％以上かつ６０重量％以下の水を含む
ことを意味する。
【００１３】
　「温水溶解性材料」とは、下記に述べる方法に従って、２０℃で溶解するのに３分超、
好ましくは４分超、特に約５分以上を要する材料を意味する。
【００１４】
　これに対して、「冷水溶解性材料」とは、下記に述べる方法に従って、２０℃で溶解す
るのに３分以下、好ましくは２分未満、特に約１分以下を要する材料を意味する。
【００１５】
　上記に記載のように、温水溶解性材料は、好ましくは温水溶解性フィルムである。好ま
しくは、温水溶解性材料は、約９０～約９９％、好ましくは約９２～約９８％、より好ま
しくは約９４～約９８％の加水分解度を有するポリ酢酸ビニルを含むフィルムである。
【００１６】
　本発明の液体組成物のｅＲＨは、ｅＲＨ低下剤を添加することによって更に改善するこ
とができる。本明細書で使用するのに使用に好ましいｅＲＨ低下剤としては有機酸の塩が
あり、好ましくは、酸は、モノカルボン酸、ジカルボン酸、及びそれらの混合物からなる
群から選択され、より好ましくは、酸は、モノカルボン酸から選択され、特に、酸は、ギ
酸、酢酸、及びそれらの混合物から選択される。塩は好ましくは金属塩であり、より好ま
しくはアルカリ金属塩であり、カリウムが特に好ましい。ギ酸カリウムがｅＲＨの低下の
点で最も効率的な塩であることが見出されている。
【００１７】
　錯化剤と有機酸の塩とは、好ましくは少なくとも２：１、より好ましくは３：１～１０
：１の重量比で存在する。
【００１８】
　２２℃で１％水溶液として測定される際に約１０～約１１、好ましくは約１０．５～約
１１のｐＨを有する液体組成物が、特に封入材料がポリビニルアルコールフィルムである
場合に封入材料との良好な相溶性を有することが見出されている。このｐＨ範囲の外側の
組成物では、封入材料の外表面に残渣が形成されてフィルムが不透明となり得るか、又は
周囲環境の条件によっては封入材料を通じて組成物が滲出する場合がある。
【００１９】
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　場合によっては、低粘度の液体組成物を有することが望ましい。低粘度の液体組成物は
、粘度のより高い液体組成物よりも早い速度でパウチ内に供給することができる。本発明
の組成物の好ましい粘度は、２３℃でＤＩＮ　５３０１８－１：２００８－０９に従って
測定される、約２００～約８００、より好ましくは約３５０～約５５０ｍＰａ・ｓの範囲
である。
【００２０】
　好ましい一実施形態では、液体組成物は、
　メチルグリシン二酢酸、その塩、及びそれらの混合物からなる群から選択される、液体
組成物の約３０～約５０重量％の錯化剤と、
　液体組成物の０．１～約５重量％のポリアミンであって、アミンの水素原子が、ＣＨ２
ＣＯＯＨ基によって部分的又は完全に置換され、ＣＨ２ＣＯＯＨ基が、アルカリ金属カチ
オンにより部分的又は完全に中和されている、ポリアミンと、を含むものである。
【００２１】
　封入材料がポリビニルアルコール及び可塑剤を含み、液体組成物が好ましくは同じ可塑
剤をフィルムとして含む場合に、パウチの安定性が改善されることが見出されている。
【００２２】
　本明細書における好ましいパウチとしては、水分感受性成分を含む第２の組成物を収容
する第２の区画を含み、水分感受性成分が、好ましくは、漂白剤、酵素、及びそれらの混
合物からなる群から選択される多区画型パウチがある。本発明の液体組成物の安定性特性
は、パウチの全体的安定性に寄与するものである。
【００２３】
　一実施形態では、液体組成物は、下記に詳述するように測定される際に、２０℃で、約
６５％未満、好ましくは約２０％超かつ約６０％未満、より好ましくは約３０％超かつ約
５５％未満の平衡相対湿度（ｅＲＨ）を有する。低い相対湿度は、一部の洗剤組成物にお
いて、特に組成物が、漂白剤、酵素などの水分感受性成分を含む場合に望ましい。不相溶
性は、水分感受性成分が液体組成物を収容する区画内に存在するか、又は別の区画内に存
在する場合に、封入材料を通過する水分の移動によって生じ得る。液体組成物の低いｅＲ
Ｈは、封入材料の物理的及び機械的性質を維持する助けともなり、また、封入材料の早期
の溶解及び強度低下を防止する。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　本発明は、錯化剤及びポリアミンを含む液体組成物を含む少なくとも１つの区画を含む
水溶性洗浄用パウチを構想するものである。パウチは、非常に優れた洗浄性を与えると同
時に高い安定性を示す。錯化剤は、好ましくは、メチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）、グ
ルタミン酸二酢酸（ＧＬＤＡ）、それらの塩、及びそれらの混合物から選択される。ＭＧ
ＤＡとＧＬＤＡとの混合物が本明細書で使用するのに好ましい。ＭＧＤＡ、その塩、及び
それらの混合物を本明細書では「第１の錯化剤」と呼ぶ。ＧＬＤＡ、その塩、及びそれら
の混合物を本明細書では「第２の錯化剤」と呼ぶ。好ましくは第１の錯化剤は、ＭＧＤＡ
の三ナトリウム塩である。好ましくは第２の錯化剤は、ＧＬＤＡの四ナトリウム塩である
。
【００２５】
　本発明の目的では、「錯化剤」とは、カルシウム、マグネシウム、鉛、銅、亜鉛、カド
ミウム、水銀、マンガン、鉄、アルミニウム、及び他のカチオン性多価イオンのような多
価イオンと結合して水溶性の錯体を形成することが可能な化合物のことである。錯化剤は
、Ｃａ２＋に対する対数安定性定数（［ｌｏｇ　Ｋ］）が少なくとも５、好ましくは少な
くとも６である。安定性定数、ｌｏｇ　Ｋは、温度２５℃でイオン強度０．１の溶液中で
測定される。
【００２６】
　第１の錯化剤と第２の錯化剤との混合物を含む液体組成物は、優れた溶解度及び改善さ
れた平衡相対湿度（ｅＲＨ）を示す。
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【００２７】
　高濃度の第１の錯化剤を含む液体組成物は、非常に優れたキレート特性を示す一方、高
濃度の第１の錯化剤を含む液体組成物は、非常に不安定な傾向を有し、特に液体組成物の
ｅＲＨが６０％以下に低下した場合に、第１の錯化剤が結晶化及び／又は析出する傾向が
ある。驚くべきことに、第１の錯化剤を含む液体組成物の安定性が、第２の錯化剤を添加
することによって改善され得ることが見出された。グルタミン酸二酢酸、その塩、及びそ
れらの混合物は、高濃度の第１の錯化剤を含む液体組成物の安定性を大幅に向上させると
同時に洗浄性に寄与することが見出されている。本明細書で使用するのに好ましいものは
、ＧＬＤＡのナトリウム塩である。
【００２８】
　本発明の液体組成物のｅＲＨは、ｅＲＨ低下剤を添加することによって低下させること
ができる。本明細書で使用するのに好ましいｅＲＨ低下剤としては有機酸の塩があり、好
ましくは酸は、モノカルボン酸、ジカルボン酸、及びそれらの混合物からなる群から選択
され、より好ましくは酸は、モノカルボン酸から選択され、特に、酸は、ギ酸、酢酸、及
びそれらの混合物から選択される。塩は好ましくは金属塩であり、より好ましくはアルカ
リ金属塩であり、カリウムが特に好ましい。ギ酸カリウムがｅＲＨの低下の点で最も効率
的な塩であることが見出されている。
【００２９】
　錯化剤と有機酸の塩とは、好ましくは少なくとも２：１、より好ましくは３：１～１０
：１の重量比で存在する。
【００３０】
　液体組成物は、その組成物の３０～６０重量％の錯化剤を含むことが好ましい。液体組
成物は、ＭＧＤＡ、ＧＬＤＡ、又はそれらの混合物のナトリウム塩を含むことが好ましい
。特に好ましいのは、ＭＧＤＡとＧＬＤＡとの混合物である。
【００３１】
　存在する場合、混合物は、その混合物の少なくとも１０重量％、好ましくは、１０重量
％～７０重量％、より好ましくは２０重量％～６０重量％、更により好ましくは４０重量
％～６０重量％の第１の錯化剤を含む。混合物を含む得られる液体組成物は、非常に優れ
た洗浄効果を与えるとともに非常に優れた安定性を示す。第２の錯化剤は、第１の錯化剤
の安定性を高めると同時に洗浄効果に寄与する。
【００３２】
　水溶性パウチ
　水溶性洗浄用パウチは、洗浄組成物、好ましくは自動食器洗い用又は洗濯洗剤組成物及
び封入材料を収容するパウチである。封入材料は水溶性であり、好ましくは水溶性フィル
ムである。洗浄組成物及び封入材料はいずれも水溶性である。これらは、自動食器洗い又
は洗濯プロセスにおいて、好ましくは主洗い中に水に曝されると容易に溶ける。パウチは
、単一の区画又は複数の区画を有することができる（多区画型パウチ）。パウチの区画の
１つは液体組成物を含み、この液体組成物は、洗浄組成物の一部又は全体であってよい。
多区画型パウチの場合では、液体組成物は全洗浄組成物の一部となる。
【００３３】
　本明細書において「多区画型パウチ」とは、封入材料によって包囲された組成物をそれ
ぞれが収容する少なくとも２個、好ましくは少なくとも３個の区画を有するパウチを意味
する。各区画は、任意の幾何的配置とすることができる。異なる区画同士を互いに隣接さ
せて、好ましくは互いに接触させることができる。本明細書で使用するのに特に好ましい
形態としては、重ね合わされた区画（すなわち上下に）、横並びの区画などが挙げられる
。自動食器洗い機のディスペンサーへの適合性、パウチのエイジングの最適化、及び封入
材料の削減の観点からは、一部の区画が重ね合わされ、一部の区画が横並びであるような
多区画型パウチが特に好ましい。
【００３４】
　温水溶解性封入材料
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　温水溶解性材料は、冷水にはゆっくりと溶解する。本明細書で使用するのに好ましい材
料は、ポリ酢酸ビニルの加水分解により得られる市販のポリビニルアルコール（ＰＶＡ）
である。これらのフィルムの溶解性は、ＰＶＡの加水分解度により、又は架橋剤の使用に
より選択的に調整することができる。好ましくはフィルムは、約９０～約９９％、好まし
くは約９２～約９８％、より好ましくは約９４～約９８％の加水分解度を有するポリ酢酸
ビニルを含む。加水分解度は、ビニルアルコール単位に変換された酢酸ビニル単位の比率
（％）として表される。
【００３５】
　本明細書で用いるのに好適な市販のＰＶＡの例は、株式会社アイセロから入手可能なＢ
Ｐ２６、Ａｑｕａｆｉｌｍ社から入手可能なＬ１０及びＬ１５、株式会社クラレから入手
可能なＶＦ－Ｍ及びＶＭ－Ｓ、並びにＭｏｎｏｓｏｌ社から入手可能なＥ－２０６０であ
り、特に株式会社アイセロから入手可能なＢＰ２６が本明細書で用いるのに好ましい。材
料の厚さは溶解速度論に影響を与える場合があり、約１～約２００μｍの間の厚さを有す
るフィルムが本明細書で用いるのに好ましく、１０～１００μｍの間の厚さを有するフィ
ルムがより好ましい。
【００３６】
　本明細書で用いるのに好ましい他の材料として、デンプン、デンプン誘導体、セルロー
ス及びセルロース誘導体、更に特にメチルセルロース並びにそれらの混合物がある。本明
細書で用いるのに特に好ましいものは、ヒドロキシプロピルメチルセルロースを含むポリ
マーである。
【００３７】
　洗浄組成物は、好ましくは、自動食器洗い用組成物である。組成物はリン酸塩を含まな
いことが好ましい。
【００３８】
　液体組成物
　好ましくは、液体組成物は水性であり、液体組成物の約１０重量％以上、好ましくは約
１５重量％以上、より好ましくは約２０重量％以上の水を含む。好ましくは、液体組成物
は、液体組成物の約７０重量％以下、好ましくは約５０重量％以下の水を含む。
【００３９】
　錯化剤
　錯化剤は、メチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）、グルタミン酸二酢酸（ＧＬＤＡ）、そ
れらの塩、及びそれらの混合物からなる群から選択される。
【００４０】
　第１の錯化剤
　第１の錯化剤は、メチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）、その塩、及びそれらの混合物か
らなる群から選択される。詳細には、第１の錯化剤は、メチルグリシン二酢酸のリチウム
塩、カリウム塩、及び好ましくはナトリウム塩から選択される。第１の錯化剤は、それぞ
れのアルカリ金属により部分的又は好ましくは完全に中和されてよい。好ましくは、ＭＧ
ＤＡの１分子当たり平均２．７～３個のＣＯＯＨ基が、アルカリ金属、好ましくはナトリ
ウムで中和される。好ましくは、第１の錯化剤は、ＭＧＤＡの三ナトリウム塩である。メ
チルグリシン二酢酸のナトリウム塩は、自動食器洗いにおいて被膜形成及び染み形成の低
減に寄与し、カルシウムによって架橋された汚れを分解することにより洗浄に寄与し、耐
水あか効果をもたらす高いＣａ及びＭｇ結合能を有する。第１の錯化剤は、良好な環境特
性を有する。
【００４１】
　第１の錯化剤は、ＭＧＤＡのアルカリ金属塩のラセミ混合物、並びにＬ－ＭＧＤＡのア
ルカリ金属塩、Ｄ－ＭＧＤＡのアルカリ金属塩などの純粋なエナンチオマーのラセミ混合
物、及びエナンチオ濃縮された異性体の混合物のラセミ混合物から選択することができる
。
【００４２】
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　微量の第１の錯化剤が、アルカリ金属以外のカチオンを有してもよい。すなわち、０．
０１～５ｍｏｌ％のような微量の第１の錯化剤が、Ｍｇ２＋又はＣａ２＋、又はＦｅ＋２
若しくはＦｅ＋３カチオンのようなアルカリ土類金属カチオンを有することが可能である
。
【００４３】
　洗浄組成物中の第１の錯化剤の濃度は、洗浄組成物の好ましくは約５～約３０重量％、
より好ましくは約１０重量％～約２０重量％である。
【００４４】
　液体組成物中の第１の錯化剤の濃度は、液体組成物の好ましくは約１０～約４０重量％
、より好ましくは約１０重量％～約３０重量％未満である。組成物の３０重量％超の第１
の錯化剤を含む液体組成物は、安定化させることが困難である。
【００４５】
　第２の錯化剤
　第１の錯化剤と第２の錯化剤との混合物は、良好な水溶性及びｅＲＨを有する。理論に
よって束縛されずに言えば、第２の錯化剤は、液体組成物中の第１の錯化剤の結晶化を防
止する助けとなるだけでなく、液体組成物のｅＲＨの低下にも寄与するものと考えられる
。
【００４６】
　第２の錯化剤は、第１の錯化剤の溶解度を高め、ｅＲＨを低減させ、同時に洗浄効果に
寄与する。
【００４７】
　第２の錯化剤は、グルタミン酸二酢酸（ＧＬＤＡ）、その塩、及びそれらの混合物から
なる群から選択される。詳細には、第２の錯化剤は、グルタミン酸二酢酸のリチウム塩、
カリウム塩、及び好ましくはナトリウム塩から選択される。第２の錯化剤は、それぞれの
アルカリによって完全に、又は好ましくは部分的に中和されてよい。好ましくは、ＧＬＤ
Ａの１分子当たり平均３．５～４個のＣＯＯＨ基がアルカリ金属、好ましくはナトリウム
で中和される。より好ましくは、ＧＬＤＡの１分子当たり平均３．５～３．８個のＣＯＯ
Ｈ基がナトリウムで中和される。
【００４８】
　微量の第２の錯化剤が、アルカリ金属以外のカチオンを有してもよい。すなわち、０．
０１～５ｍｏｌ％のような微量の第２の錯化剤が、Ｍｇ２＋又はＣａ２＋、又はＦｅ＋２
若しくはＦｅ＋３カチオンのようなアルカリ土類金属カチオンを有することが可能である
。
【００４９】
　第２の錯化剤は、ＧＬＤＡのアルカリ金属塩のラセミ混合物、並びにＬ－ＧＬＤＡのア
ルカリ金属塩、Ｄ－ＧＬＤＡのアルカリ金属塩などの純粋なエナンチオマーのラセミ混合
物、及びエナンチオ濃縮された異性体の混合物のラセミ混合物から選択することができる
。好ましくは、第２の錯化剤は、基本的には、アルカリ金属で少なくとも部分的に中和さ
れたＬ－グルタミン酸（Ｌ－ＧＬＤＡ）である。「基本的にＬーグルタミン酸である」と
は、第２の錯化剤が、それぞれがアルカリ金属で少なくとも部分的に中和された９５重量
％超のＬ－ＧＬＤＡ及び５重量％未満のＤ－ＧＬＤＡを含んでいることを意味する。
【００５０】
　第２の錯化剤は、検出可能な量のＤ－ＧＬＤＡを含まないことが好ましい。各エナンチ
オマーの分析は、偏光を測定することによって（偏光分析法）、又は好ましくはクロマト
グラフィーによって、例えばキラルカラムを使用したＨＰＬＣによって行うことができる
。
【００５１】
　存在する場合、洗浄組成物中の第２の錯化剤の濃度は、洗浄組成物の好ましくは約５～
約４０重量％、より好ましくは約１０重量％～約３０重量％である。
【００５２】
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　存在する場合、液体組成物中の第２の錯化剤の濃度は、液体組成物の好ましくは約１０
重量％～約４０重量％、より好ましくは約１５重量％～約３０重量％である。
【００５３】
　第１の錯化剤と第２の錯化剤との混合物
　第１の錯化剤と第２の錯化剤との混合物を含む液体組成物は、非常に優れた洗浄特性及
び非常に優れた安定性の両方を示す。好ましくは、第１及び第２の錯化剤は、それぞれＭ
ＧＤＡ及びＧＬＤＡのナトリウム塩である。好ましくは、混合物は、混合物の約１０重量
％超、好ましくは約２０重量％超、更により好ましくは４０重量％超の第１の錯化剤を含
む。好ましくは、第１の錯化剤と第２の錯化剤とは、５：１～１：１０、より好ましくは
２：１～１：４の重量比で存在する。
【００５４】
　洗浄組成物中の第１の錯化剤と第２の錯化剤との混合物の濃度は、洗浄組成物の好まし
くは約１０～約５０重量％、より好ましくは約１５重量％～約４５重量％である。
【００５５】
　液体組成物は、その組成物の好ましくは少なくとも約１０重量％、好ましくは少なくと
も約２０重量％、より好ましくは少なくとも約３０重量％、特に少なくとも約４０重量％
の混合物を含む。
【００５６】
　第１の錯化剤と第２の錯化剤との混合物は、広範囲の粘度を有することができる。第１
の錯化剤の水溶液は低い粘度を有する。多くの操作において、例えば、処理加工中のこれ
らの溶液の飛び跳ねを防止するためにはより高い粘度が望ましい。これに対して、周囲温
度の第２の錯化剤の高度に濃縮された水溶液は、高い粘度を有することができる。第１の
錯化剤と第２の錯化剤との混合物は、所定の粘度を有するように設計することができる。
【００５７】
　ポリアミン
　液体組成物は、液体組成物の約７００ｐｐｍ～約７重量％、より好ましくは約０．１～
約４重量％、特に約０．１～約３重量％のポリアミンを含む。
【００５８】
　本明細書における「ポリアミン」なる用語は、繰り返し単位当たり少なくとも１個のア
ミンを有するポリマー及びコポリマーのことを指す。アミンとは、アンモニアの水素原子
の１個、２個、又は３個をヒドロカルビル基によって置換することによってアンモニアか
ら正式に誘導される、一般構造式Ｒ－ＮＨ２（第一級アミン）、Ｒ２ＮＨ（第二級アミン
）、Ｒ３Ｎ（第三級アミン）を有する化合物である。本発明の組成物のポリアミンでは、
元のアミンの水素原子はＣＨ２ＣＯＯＨ基によって完全に又は部分的に置換されている。
【００５９】
　三級アミノ基が好ましい場合がある。塩基性ポリアミンはカルボキシメチル誘導体に変
換され、水素原子は完全に置換されるか又は好ましくは部分的に、例えば５０～９５ｍｏ
ｌ％、好ましくは７０～９０ｍｏｌ％がＣＨ２ＣＯＯＨ基により置換され、ＣＨ２ＣＯＯ
Ｈ基はアルカリ金属カチオンで部分的又は完全に中和される。本発明との関連では、水素
原子の９５ｍｏｌ％～１００ｍｏｌ％超がＣＨ２ＣＯＯＨ基により置換されたかかるポリ
マーは、ＣＨ２ＣＯＯＨ基によって完全に置換されているものとみなされる。例えばポリ
ビニルアミン又はポリアルキレンイミンなどからのＮＨ２基は、窒素原子当たり１個又は
２個のＣＨ２ＣＯＯＨ基により、好ましくはＮ原子当たり２個のＣＨ２ＣＯＯＨ基により
置換されてよい。
【００６０】
　ポリアミン中のＣＨ２ＣＯＯＨ基の数をＣＨ２ＣＯＯＨ基の潜在的総数で割った数は、
ＮＨ基当たり１個のＣＨ２ＣＯＯＨ基及びＮＨ２基当たり２個のＣＨ２ＣＯＯＨ基と仮定
して、本発明との関連において「置換度」とも呼ばれる。
【００６１】
　置換度は、例えば好ましくはＡＳＴＭ　Ｄ２０７４－０７に従いい、ＣＨ２ＣＯＯＨ置
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換ポリマーに変換される前のポリマー及びその対応するポリアミンのアミン数（アミン価
）を測定することによって測定することができる。
【００６２】
　ポリアミンの例としては、ポリビニルアミン、ポリアルキレンポリアミン、並びに特に
ポリプロピレンイミン及びポリエチレンイミンなどのポリアルキレンイミンがある。
【００６３】
　本発明との関連の範囲内では、ポリアルキレンポリアミンとは、１分子当たり少なくと
も６個の窒素原子と、少なくとも５個のＣ２～Ｃ１０アルキレン単位、好ましくはＣ２～
Ｃ３アルキレン単位とを有するポリマー、例えば、ペンタエチレン－ヘキサミン、及び詳
細には１分子当たり６～３０個のエチレン単位を有するポリエチレンイミンを意味するも
のとして好ましくは理解される。本発明との関連の範囲内では、ポリアルキレンポリアミ
ンとは、１つ以上の環状イミンの単独重合若しくは共重合により、又は（コ）ポリマーを
少なくとも１つの環状イミンでグラフト化することによって得られるポリマー材料を意味
するものであると理解される。例としては、エチレンイミンでグラフト化されたポリビニ
ルアミン、及びエチレンイミンでグラフト化されたポリイミドアミンがある。
【００６４】
　好ましいポリアミンとしては、ポリエチレンイミン及びポリプロピレンイミンなどのポ
リアルキレンイミンがあり、ポリエチレンイミンが好ましい。ポリエチレンイミン及びポ
リプロピレンイミンなどのポリアルキレンイミンは、直鎖状、基本的に直鎖状又は分枝鎖
状であってよい。
【００６５】
　特に好ましいポリエチレンイミンは、高度に分枝したポリエチレンイミンから選択され
る。高度に分枝したポリエチレンイミンは、その高い分枝度（ＤＢ）により特徴付けられ
る。分枝度は、例えば好ましくはＤ２Ｏ中で１３Ｃ－ＮＭＲ分光法により測定することが
でき、下記のように定義される。
　ＤＢ＝Ｄ＋Ｔ／Ｄ＋Ｔ＋Ｌ
　ただし、Ｄ（樹状）は三級アミノ基の割合に相当し、Ｌ（直鎖状）は二級アミノ基の割
合に相当し、Ｔ（末端）は一級アミノ基の割合に相当する。
【００６６】
　本発明との関連の範囲内では、高度に分枝したポリエチレンイミンとは、０．２５～０
．９０の範囲のＤＢを有するポリエチレンイミンである。
【００６７】
　好ましいポリエチレンイミンとしては、平均分子量Ｍｗが６００～７５０００ｇ／ｍｏ
ｌの範囲、好ましくは８００～２５０００ｇ／ｍｏｌの範囲である高度に分枝したポリエ
チレンイミン（ホモポリマー）から選択されるものがある。
【００６８】
　他の好ましいポリエチレンイミンとしては、エチレンイミンと、例えばプロピレンイミ
ンのような、エチレンイミン以外の１分子当たり２個のＮＨ２基を有する少なくとも１つ
のジアミンとのコポリマー、又は、エチレンイミンと、例えばメラミンのような１分子当
たり３個のＮＨ２基を有する少なくとも１つの化合物とのコポリマーなどのエチレンイミ
ンのコポリマーから選択されるものがある。
【００６９】
　あるいは、ポリアミンは、Ｎａ＋により部分的又は完全に中和されたＣＨ２ＣＯＯＨ基
で部分的又は完全に置換された分枝鎖状ポリエチレンイミンから選択されてもよい。
【００７０】
　本発明との関連の範囲内では、ポリアミンは共有結合を介して修飾された形態で用いら
れることが好ましく、詳細には、ポリマーの一級及び二級アミノ基の窒素原子の全体で最
大１００ｍｏｌ％、好ましくは全体で５０～９８ｍｏｌ％（パーセンテージは、ポリマー
中の一級及び二級アミノ基の全Ｎ原子に対するもの）が、例えばＣｌ－ＣＨ２ＣＯＯＨの
ような少なくとも１つのカルボン酸と、又は少なくとも１当量のシアン化水素酸（又はそ
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の塩）及び１当量のホルムアルデヒドと反応したようなものである。本出願との関連の範
囲内では、前記反応（修飾）は、したがってアルキル化であってよい。最も好ましくは、
ポリマーの一級及び二級アミノ基の窒素原子の最大で１００ｍｏｌ％、好ましくは全体で
５０～９９ｍｏｌ％が、ホルムアルデヒド及びシアン化水素酸（又はその塩）と、例えば
ストレッカー合成反応によって反応させられている。ポリマーのベースを構成し得るポリ
アルキレンイミンの三級窒素原子は、一般的にＣＨ２ＣＯＯＨ基を有していない。
【００７１】
　ポリアミンは、例えば少なくとも５００ｇ／ｍｏｌの平均分子量（Ｍｎ）を有してよい
。好ましくはポリアミンの平均分子量は、例えばＡＳＴＭ　Ｄ２０７４－０７に従い、ア
ルキル化の前後のそれぞれのポリアミンのアミン数（アミン価）を測定し、ＣＨ２ＣＯＯ
Ｈ基のそれぞれの数を計算することによって求められる、５００～１，０００，０００ｇ
／ｍｏｌ、特に好ましくは８００～５０，０００ｇ／ｍｏｌの範囲である。分子量とは、
対応する過ナトリウム塩のことを指す。
【００７２】
　本発明に基づく水溶液では、ポリアミンのＣＨ２ＣＯＯＨ基は、アルカリ金属カチオン
で部分的又は完全に中和されている。中和されていないＣＯＯＨ基は、例えば遊離酸であ
り得る。ポリアミンのＣＨ２ＣＯＯＨ基の９０～１００ｍｏｌ％が、中和された形態であ
ることが好ましい。
【００７３】
　ポリアミンの中和されたＣＨ２ＣＯＯＨ基は、錯化剤と同じアルカリ金属で中和されて
いることが好ましい。
【００７４】
　ポリアミンのＣＨ２ＣＯＯＨ基は、任意の種類のアルカリ金属カチオンにより、好まし
くはＫ＋により、特に好ましくはＮａ＋によって部分的又は完全に中和することができる
。
【００７５】
　本明細書で使用するのに適したポリアミンとしては、ビーエーエスエフ社（ＢＡＳＦ）
により供給されるＴｒｉｌｏｎ　Ｐが挙げられる。
【００７６】
　一実施形態では、液体組成物は、２０℃で測定した場合に約６５％以下、好ましくは約
６０％以下、より好ましくは約５５％以下かつ約３０％以上のｅＲＨを有する。パウチは
、良好な安定性プロファイル（洗浄組成物の化学的安定性並びに封入材料の物理的及び機
械的安定性を含む）を示すと同時に優れた洗浄性を与える。
【００７７】
　平衡相対湿度（ｅＲＨ）は、組成物中に存在する水分によって発生する蒸気圧を測定す
るものである。これは下式により表すことができる。すなわち、
　ｅＲＨ＝１００×Ａｗ
　式中、Ａｗは水分活性であり、
　Ａｗ＝ｐ／ｐｓ、ただし、
　ｐ＝組成物の表面における水蒸気分圧、
　ｐｓ＝飽和圧、すなわち組成物の温度における純水よりも高い水蒸気分圧。
【００７８】
　水分活性は、含水量の活性部分、すなわち、確立された条件下（２０℃）で、組成物と
その環境との間で交換され得る部分を反映したものである。本発明の目的では、特に断ら
ないかぎり、すべての測定値は大気圧で測定される。
【００７９】
　液体組成物のｅＲＨは、水活性計（Ｒｏｔｒｏｎｉｃ　Ａ２１０１）などの任意の市販
の装置を使用して測定することができる。
【００８０】
　有機酸の塩
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　有機酸の塩は、液体組成物のｅＲＨの低下に寄与する。
【００８１】
　錯化剤の混合物及び有機酸の塩を含む液体組成物は、非常に優れたレオロジー特性を示
し得る。かかる組成物は、２３℃でＤＩＮ　５３０１８－１：２００８－０９に従って測
定される、好ましくは約１００～約８００、より好ましくは約２００～約５００ｍＰａ・
ｓの範囲の粘度を有する。これらの組成物は、処理加工性の観点から、また、溶解性の観
点から極めて好都合である。
【００８２】
　本明細書で使用するのに好ましいものは、有機酸の金属塩、特に、モノ及びジカルボン
酸及びそれらの混合物のアルカリ金属塩、より好ましくは、モノカルボン酸の塩であり、
更により好ましくは、ギ酸、酢酸及びそれらの混合物の塩から選択され、更により好まし
くは、ナトリウム又はカリウム塩であることが見出されている。ギ酸カリウムがｅＲＨの
低下の点で好ましいものであることが見出されている。
【００８３】
　液体組成物中の有機酸の塩の濃度は、液体組成物の好ましくは約０．２～約２０重量％
、より好ましくは約５重量％～約１５重量％である。
【００８４】
　好ましくは、第１の錯化剤と有機酸の塩との重量比は、少なくとも約２：１、より好ま
しくは少なくとも約３：１である。
【００８５】
　洗浄組成物
　本明細書において上記に述べたように、洗浄組成物は、部分的な組成物によって形成し
てもよく、又はパウチの組成物のそれぞれを、完全に配合された洗浄組成物としてもよい
。錯化剤とｅＲＨ低下剤との混合物を含む液体組成物以外に、パウチは、漂白剤及び酵素
を含む、好ましくは固形である、第２の組成物を含むことが好ましい。
【００８６】
　本発明の液体組成物は、リン酸塩を含まないものであることが好ましい。本明細書にお
いて「リン酸塩を含まない」とは、組成物に含まれるリン酸塩がその組成物の１重量％未
満であることを意味する。
【００８７】
　以下の活性成分は、本発明のパウチで、いずれの組成物中にも使用することができる。
【００８８】
　漂白剤系
　無機及び有機漂白剤は、本明細書で使用するのに適している。無機漂白剤としては、過
ホウ酸塩、過炭酸塩、過リン酸塩、過硫酸塩及び過ケイ酸塩などの過水和物塩が挙げられ
る。無機過水和物塩は、通常、アルカリ金属塩である。無機過水和物塩は、更なる保護を
行うことなく結晶質固体として含有させることができる。あるいは、塩はコーティングさ
れてもよい。
【００８９】
　アルカリ金属過炭酸塩、特に過炭酸ナトリウムは、本明細書で使用するのに好ましい漂
白剤である。過炭酸塩は、最も好ましくは、コーティングされた形態で製品中に混和され
ることで製品安定性に寄与する。
【００９０】
　ペルオキシ一過硫酸カリウムは、本明細書で有用な別の無機過水和物塩である。
【００９１】
　一般的な有機漂白剤は、有機ペルオキシ酸、特にジペルオキシドデカン二酸、ジペルオ
キシテトラデカン二酸、及びジペルオキシヘキサデカン二酸である。モノ－及びジペルア
ゼライン酸、モノ－及びジペルブラシル酸も、本明細書での使用に適している。ジアシル
及びテトラアシル過酸化物、例えば過酸化ジベンゾイル及び過酸化ジラウロイルは、本発
明との関連で使用することができる他の有機過酸化物である。
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【００９２】
　更なる一般的な有機漂白剤としてはペルオキシ酸が挙げられ、具体例としてアルキルペ
ルオキシ酸及びアリールペルオキシ酸がある。好ましい代表例としては、（ａ）ペルオキ
シ安息香酸及びその環置換誘導体、例えば、アルキルペルオキシ安息香酸、並びにペルオ
キシ－α－ナフトエ酸及びモノ過フタル酸マグネシウム、（ｂ）脂肪族又は置換脂肪族ペ
ルオキシ酸、例えば、ペルオキシラウリン酸、ペルオキシステアリン酸、ε－フタルイミ
ドペルオキシカプロン酸［フタロイミノパーオキシヘキサン酸（ＰＡＰ）］、ｏ－カルボ
キシベンズアミドペルオキシカプロン酸、Ｎ－ノネニルアミドペルアジピン酸、及びＮ－
ノネニルアミドペルコハク酸、並びに（ｃ）脂肪族及び芳香脂肪族（araliphatic）ペル
オキシジカルボン酸、例えば１，１２－ジペルオキシカルボン酸、１，９－ジペルオキシ
アゼライン酸、ジペルオキシセバシン酸、ジペルオキシブラシル酸、ジペルオキシフタル
酸、２－デシルジペルオキシブタン－１，４－二酸、Ｎ，Ｎ－テレフタロイルジ（６－ア
ミノペルカプロン酸）がある。
【００９３】
　本発明の組成物中の漂白剤の濃度は、好ましくは組成物の約１～約２０重量％、より好
ましくは約２～約１５重量％、更により好ましくは約３～約１２重量％、特に約４～約１
０重量％の量である。好ましくは第２の組成物は、漂白剤を含む。
【００９４】
　漂白活性化剤
　漂白活性化剤は、典型的に、６０℃以下の温度における洗浄過程において漂白作用を増
強する有機過酸前駆体である。本明細書で使用するのに好適な漂白活性化剤としては、過
加水分解条件下で、好ましくは１～１２個の炭素原子、特に２～１０個の炭素原子を有す
る脂肪族ペルオキシカルボン酸、及び／又は任意に置換された過安息香酸を生成する化合
物が挙げられる。好適な物質は、指定された炭素原子数のＯ－アシル及び／若しくはＮ－
アシル基並びに／又は任意に置換されたベンゾイル基を有する。好ましいものとしては、
ポリアシル化アルキレンジアミン、特にテトラアセチルエチレンジアミン（ＴＡＥＤ）、
アシル化トリアジン誘導体、特に１，５－ジアセチル－２，４－ジオキソヘキサヒドロ－
１，３，５－トリアジン（ＤＡＤＨＴ）、アシル化グリコールウリル、特にテトラアセチ
ルグリコールウリル（ＴＡＧＵ）、Ｎ－アシルイミド、特にＮ－ノナノイルスクシンイミ
ド（ＮＯＳＩ）、アシル化フェノールスルホネート、特にｎ－ノナノイル－又はイソノナ
ノイルオキシベンゼンスルホネート（ｎ－又はイソ－ＮＯＢＳ）、デカノイルオキシ安息
香酸（ＤＯＢＡ）、無水カルボン酸、特に無水フタル酸、アシル化多価アルコール、特に
トリアセチン、二酢酸エチレングリコール及び２，５－ジアセトキシ－２，５－ジヒドロ
フラン、更にはトリエチルアセチルクエン酸塩（ＴＥＡＣ）がある。漂白活性化剤は、本
発明の組成物に含まれる場合、全組成物の約０．０１～約１０重量％、好ましくは約０．
１～約５重量％、より好ましくは約１～約４重量％の濃度で存在する。組成物が漂白活性
化剤を含む場合、漂白活性化剤は第２の組成物中に選択的に入れられる。
【００９５】
　漂白触媒
　本明細書の組成物は、好ましくは漂白触媒、好ましくは金属含有漂白触媒を含有する。
より好ましくは、金属含有漂白触媒は、遷移金属含有漂白触媒、特にマンガン又はコバル
ト含有漂白触媒である。
【００９６】
　本明細書で使用するのに好ましい漂白触媒としては、マンガントリアザシクロノナン及
び関連する錯体（米国特許第４２４６６１２（Ａ）号、同第５２２７０８４（Ａ）号）；
Ｃｏ、Ｃｕ、Ｍｎ及びＦｅビスピリジルアミン及び関連する錯体（米国特許第５１１４６
１１（Ａ）号）；並びに、ペンタミン酢酸コバルト（ＩＩＩ）及び関連する錯体（米国特
許第４８１０４１０（Ａ）号）が挙げられる。本明細書で使用するのに適した漂白触媒の
完全な説明は、国際公開第９９／０６５２１号の３４ページ２６行目～４０ページ１６行
目に見ることができる。
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　マンガン漂白触媒が、本発明の組成物中に使用するうえで好ましい。本明細書で使用す
るうえで特に好ましい触媒として、下記一般式を有する二核マンガン錯体がある。
【００９８】
【化１】

　式中、Ｍｎは、個々に酸化状態がＩＩＩ又はＩＶであり得るマンガンであり、各ｘは、
Ｒを、Ｈ、アルキル、又はアリール（任意に置換される）として、Ｈ２Ｏ、Ｏ２２－、Ｏ
２－、ＯＨ－、ＨＯ２－、ＳＨ－、Ｓ２－、＞ＳＯ、Ｃｌ－、Ｎ３－、ＳＣＮ－、ＲＣＯ
Ｏ－、ＮＨ２－及びＮＲ３からなる群から選択される配位又は架橋化学種を表し、Ｌは、
そのすべて又は一部の窒素原子を介してマンガン中心に配位する多数の窒素原子を有する
有機分子である配位子であり、ｚは、錯体の電荷であり、正又は負であり得る整数であり
、Ｙは、錯体の電荷ｚに応じて決まる電気的中性を与える一価又は多価の対イオンであり
、ｑ＝ｚ／［電荷Ｙ］である。
【００９９】
　好ましいマンガン錯体としては、ｘが、ＣＨ3ＣＯＯ-又はＯ2又はそれらの混合物であ
るもの、最も好ましくは、マンガンの酸化状態がＩＶであり、ｘがＯ2-であるものである
。好ましい配位子は、３個の窒素原子を介してマンガン中心の１つに配位するもの、好ま
しくはマクロ環式の性質のものである。特に好ましい配位子としては、
　（１）１，４，７－トリメチル－１，４，７－トリアザシクロノナン（Ｍｅ－ＴＡＣＮ
）；及び
　（２）１，２，４，７－テトラメチル－１，４，７－トリアザシクロノナン（Ｍｅ－Ｍ
ｅ　ＴＡＣＮ）がある。
【０１００】
　電気的中性を得るための対イオンＹの種類は、錯体の活性にはさほど重要ではなく、例
えば、以下の対イオンのいずれかから選択することができる。すなわち、塩化イオン；硫
酸塩、硝酸イオン；硫酸メチルイオン；長鎖アルキル硫酸イオン、アルキルスルホン酸イ
オン、アルキルベンゼンスルホン酸イオン、トシル酸イオン、トリフルオロメチルスルホ
ン酸イオン、過塩素酸イオン（ＣｌＯ4

-）、ＢＰｈ4
-、及びＰＦ6

-、ただし、製品特性及
び安全性の理由から一部の対イオンは他のものよりも好ましい。
【０１０１】
　その結果、本明細書で使用可能な好ましいマンガン錯体は、
【０１０２】

【化２】

　これらは、以下において、下記のように略記する場合もある。
【０１０３】
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【０１０４】
　Ｉの構造を以下に示す。
【０１０５】
【化４】

【０１０６】
　ＩＩの構造を以下に示す。
【０１０７】
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【化５】

【０１０８】
　これらのマンガン錯体は、欧州特許出願公開第０４５８３９７（Ａ）号、及び同第０４
５８３９８（Ａ）号においても、極めて効果的な漂白及び酸化触媒として開示されている
点を特記しておく。本発明の更なる説明では、これらは単に「触媒」とも呼ばれる。
【０１０９】
　漂白触媒は、本発明の組成物中に、全組成物の約０．００１～約１０重量％、好ましく
は約０．０５～約２重量％の好ましい濃度で含まれる。
【０１１０】
　界面活性剤
　本明細書で使用するのに適した界面活性剤としては、非イオン性界面活性剤が挙げられ
、組成物は他のいずれの界面活性剤も含まないことが好ましい。従来、非イオン性界面活
性剤は、自動食器洗いにおいて表面改質の目的、特に被膜及び染み形成防止並びに光沢改
善のためのシーティングを目的として使用されてきた。非イオン性界面活性剤はまた、汚
れの再付着の防止にも寄与することが見出されている。
【０１１１】
　好ましくは、本発明の組成物は、非イオン性界面活性剤又は非イオン性界面活性剤系を
含み、より好ましくは、非イオン性界面活性剤又は非イオン性界面活性剤系は、蒸留水中
、濃度１％で測定される際に４０～７０℃、好ましくは４５～６５℃の転相温度を有する
。本明細書において「非イオン性界面活性剤系」とは、２種類以上の非イオン性界面活性
剤の混合物を意味する。本明細書で使用するのに好ましいのは、非イオン性界面活性系で
ある。これらは、単一の非イオン性界面活性剤よりも、製品中で洗浄及び仕上がり特性の
改善並びに良好な安定性を有すると考えられる。
【０１１２】
　転相温度とは、それよりも低い温度では界面活性剤又はその混合物が水相中に油膨潤ミ
セルとして選択的に分配され、それよりも高い温度では界面活性剤又はその混合物が油相
中に水膨潤逆ミセルとして選択的に分配されるような温度である。転相温度は、曇りが生
じる温度を特定することにより目視にて測定することができる。
【０１１３】
　非イオン性界面活性剤又は界面活性系の転相温度は、次のようにして測定することがで
きる：対応する界面活性剤又は混合物１重量％を含む、蒸留水中水溶液を調製する。転相
温度分析の前に、この溶液を静かに撹拌し、このプロセスが確実に化学的平衡状態で起こ
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るようにする。７５ｍｍのシールしたガラス試験管の中で溶液を浸漬することにより、恒
温槽中で転相温度を測る。漏れがないことを確認するため、試験管は、転相温度測定の前
後で計量を行う。温度があらかじめ予測した転相温度の数度下に達するまで、毎分１℃未
満の速度で温度を徐々に上げる。目視により濁りの最初の兆候が見られたときの、転相温
度を測定する。
【０１１４】
　好適な非イオン性活性剤には、次のものが挙げられる：ｉ）エトキシル化非イオン性界
面活性剤（炭素原子６～２０個のモノヒドロキシアルカノール又はアルキルフェノールと
、アルコール又はアルキルフェノール１モル当たり好ましくは１２モル、特に好ましくは
１６モル、更により好ましくは２０モルのエチレンオキシドとの反応により調製される）
、ｉｉ）炭素原子６～２０個と、少なくとも１個のエトキシ基及びプロポキシ基を有する
、アルコールアルコキシル化界面活性剤。本明細書で使用するのに好ましいのは、界面活
性剤ｉ）及びｉｉ）の混合物である。
【０１１５】
　別の好適な非イオン性界面活性剤は、下式により表されるエポキシ末端保護されたポリ
（オキシアルキル化）アルコールである。
　Ｒ１Ｏ［ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ］ｘ［ＣＨ２ＣＨ２Ｏ］ｙ［ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）Ｒ２
］　　（Ｉ）
　式中、Ｒ１は、４～１８個の炭素原子を有する直鎖若しくは分枝鎖状の脂肪族炭化水素
ラジカルであり、Ｒ２は、２～２６個の炭素原子を有する直鎖若しくは分枝鎖状の脂肪族
炭化水素ラジカルであり、ｘは、０．５～１．５、より好ましくは約１の平均値を有する
整数であり、ｙは、少なくとも１５、より好ましくは少なくとも２０の値を有する整数で
ある。
【０１１６】
　好ましくは、式Ｉの界面活性剤は、末端エポキシド単位［ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）Ｒ２］中
に少なくとも約１０個の炭素原子を有する。本発明による好適な式Ｉの界面活性剤は、例
えば、国際公開第９４／２２８００号（１９９４年１０月１３日発行、Ｏｌｉｎ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎ）に記載されるＯｌｉｎ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎのＰＯＬＹ－ＴＥＲ
ＧＥＮＴ（登録商標）ＳＬＦ－１８Ｂ非イオン性界面活性剤である。
【０１１７】
　アミン酸化物界面活性剤が、本発明の組成物中に使用するうえで有用である。Ｃ１０～
Ｃ１８アルキルジメチルアミンオキシド及びＣ１０～１８アシルアミドアルキルジメチル
アミンオキシドが好ましい。
【０１１８】
　界面活性剤は、全組成物の０～１５重量％、好ましくは０．１重量％～１０重量％、最
も好ましくは０．２５重量％～８重量％の量で存在してよい。
【０１１９】
　酵素
　本明細書における酵素変異体について説明するうえで、参照を助けるため、以下の命名
法を用いる。すなわち、元のアミノ酸：（１つ又は複数の）位置：置換後のアミノ酸。ア
ミノ酸についての標準的な酵素のＩＵＰＡＣの一文字略号を使用する。
【０１２０】
　プロテアーゼ
　好適なプロテアーゼとしては、例えばサブチリシン（ＥＣ　３．４．２１．６２）のよ
うな中性又はアルカリ性微生物セリンプロテアーゼを含むメタロプロテアーゼ及びセリン
プロテアーゼ、並びにそれらの化学的又は遺伝子的に改変された突然変異体が挙げられる
。好適なプロテアーゼとしては、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌｅｎｔｕｓ、Ｂ．ａｌｋａｌｏｐ
ｈｉｌｕｓ、Ｂ．ｓｕｂｔｉｌｉｓ、Ｂ．ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ、Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ及びＢａｃｉｌｌｕｓ　ｇｉｂｓｏｎｉｉなどのバシラス属
由来のものを含むサブチリシン（ＥＣ　３．４．２１．６２）が挙げられる。
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【０１２１】
　本発明の洗剤に特に好ましいプロテアーゼは、バシラス・レンタス由来の野生型酵素と
少なくとも９０％、好ましくは少なくとも９５％、より好ましくは少なくとも９８％、更
により好ましくは少なくとも９９％、特に１００％の同一性を示すポリペプチドであって
、本明細書に参照により援用する国際公開第００／３７６２７号に示されるようなＢＰＮ
’番号付与システム及びアミノ酸略号を用いた場合に、以下に示す位置の１つ以上、好ま
しくは２つ以上、より好ましくは３つ以上に突然変異を有する、ポリペプチドである。す
なわち、Ｖ６８Ａ、Ｎ８７Ｓ、Ｓ９９Ｄ、Ｓ９９ＳＤ、Ｓ９９Ａ、Ｓ１０１Ｇ、Ｓ１０１
Ｍ、Ｓ１０３Ａ、Ｖ１０４Ｎ／Ｉ、Ｇ１１８Ｖ、Ｇ１１８Ｒ、Ｓ１２８Ｌ、Ｐ１２９Ｑ、
Ｓ１３０Ａ、Ｙ１６７Ａ、Ｒ１７０Ｓ、Ａ１９４Ｐ、Ｖ２０５Ｉ及び／又はＭ２２２Ｓ。
【０１２２】
　最も好ましくは、プロテアーゼは、ＰＢ９２野生型（国際公開第０８／０１０９２５号
の配列番号２）又はサブチリシン３０９野生型（Ｎ８７Ｓの自然変異を含むことを除きＰ
Ｂ９２主鎖と同じ配列）のいずれかに対して以下の突然変異（ＢＰＮ’番号付与システム
）を有する群から選択される。すなわち、
　（ｉ）Ｇ１１８Ｖ＋Ｓ１２８Ｌ＋Ｐ１２９Ｑ＋Ｓ１３０Ａ
　（ｉｉ）Ｓ１０１Ｍ＋Ｇ１１８Ｖ＋Ｓ１２８Ｌ＋Ｐ１２９Ｑ＋Ｓ１３０Ａ
　（ｉｉｉ）Ｎ７６Ｄ＋Ｎ８７Ｒ＋Ｇ１１８Ｒ＋Ｓ１２８Ｌ＋Ｐ１２９Ｑ＋Ｓ１３０Ａ＋
Ｓ１８８Ｄ＋Ｎ２４８Ｒ
　（ｉｖ）Ｎ７６Ｄ＋Ｎ８７Ｒ＋Ｇ１１８Ｒ＋Ｓ１２８Ｌ＋Ｐ１２９Ｑ＋Ｓ１３０Ａ＋Ｓ
１８８Ｄ＋Ｖ２４４Ｒ
　（ｖ）Ｎ７６Ｄ＋Ｎ８７Ｒ＋Ｇ１１８Ｒ＋Ｓ１２８Ｌ＋Ｐ１２９Ｑ＋Ｓ１３０Ａ
　（ｖｉ）Ｖ６８Ａ＋Ｎ８７Ｓ＋Ｓ１０１Ｇ＋Ｖ１０４Ｎ
【０１２３】
　好適な市販のプロテアーゼ酵素としては、商品名Ｓａｖｉｎａｓｅ（登録商標）、Ｐｏ
ｌａｒｚｙｍｅ（登録商標）、Ｋａｎｎａｓｅ（登録商標）、Ｏｖｏｚｙｍｅ（登録商標
）、Ｅｖｅｒｌａｓｅ（登録商標）、及びＥｓｐｅｒａｓｅ（登録商標）でＮｏｖｏｚｙ
ｍｅｓ　Ａ／Ｓ社（デンマーク）により販売されるもの、商品名Ｐｒｏｐｅｒａｓｅ（登
録商標）、Ｐｕｒａｆｅｃｔ（登録商標）、ＰｕｒａｆｅｃｔＰｒｉｍｅ（登録商標）、
Ｐｕｒａｆｅｃｔ　Ｏｘ（登録商標）、ＦＮ３（登録商標）、ＦＮ４（登録商標）、Ｅｘ
ｃｅｌｌａｓｅ（登録商標）、Ｕｌｔｉｍａｓｅ（登録商標）及びＰｕｒａｆｅｃｔ　Ｏ
ＸＰ（登録商標）でＧｅｎｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ社により販売される
もの、並びに商品名Ｏｐｔｉｃｌｅａｎ（登録商標）及びＯｐｔｉｍａｓｅ（登録商標）
でＳｏｌｖａｙ　Ｅｎｚｙｍｅｓ社により販売されるものが挙げられる。
【０１２４】
　本発明の製品におけるプロテアーゼの好ましい濃度は、製品１グラム当たり、約０．１
～約１０ｍｇ、より好ましくは約０．５～約５ｍｇ、及び特に約１～約４ｍｇの活性プロ
テアーゼを含む。
【０１２５】
　アミラーゼ
　本明細書で使用するのに好ましい酵素としては、細菌又は真菌由来のものを含むα－ア
ミラーゼが挙げられる。化学的に又は遺伝的に修飾された突然変異体（変異体）が含まれ
る。好ましいアルカリ性α－アミラーゼは、Ｂａｃｉｌｌｕｓの菌種から、例えば、Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｌｉｃｈｅｎｉｆｏｒｍｉｓ、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅ
ｆａｃｉｅｎｓ、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｔｅａｒｏｔｈｅｒｍｏｐｈｉｌｕｓ、Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ、又は他のＢａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ、例えばＢａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｓｐ．ＮＣＩＢ　１２２８９、ＮＣＩＢ　１２５１２、ＮＣＩＢ　１２５１３、ＤＳ
Ｍ　９３７５（米国特許第７，１５３，８１８号）、ＤＳＭ　１２３６８、ＤＳＭＺ　ｎ
ｏ．１２６４９、ＫＳＭ　ＡＰ１３７８（国際公開第９７／００３２４号）、ＫＳＭ　Ｋ
３６又はＫＳＭ　Ｋ３８（欧州特許第１，０２２，３３４号）に由来する。好ましいアミ
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ラーゼとしては次のものが挙げられる：
　（ａ）米国特許第５，８５６，１６４号及び国際公開第９９／２３２１１号、同第９６
／２３８７３号、同第００／６００６０号、及び同第０６／００２６４３号に記載の変異
体、特に国際公開第０６／００２６４３号に配列番号１２として記載のＡＡ５６０酵素に
対して以下の位置に１つ以上の置換を有する変異体、すなわち、
　９、２６、３０、３３、８２、３７、１０６、１１８、１２８、１３３、１４９、１５
０、１６０、１７８、１８２、１８６、１９３、１９５、２０２、２０３、２１４、２３
１、２５６、２５７、２５８、２６９、２７０、２７２、２８３、２９５、２９６、２９
８、２９９、３０３、３０４、３０５、３１１、３１４、３１５、３１８、３１９、３２
０、３２３、３３９、３４５、３６１、３７８、３８３、４１９、４２１、４３７、４４
１、４４４、４４５、４４６、４４７、４５０、４５８、４６１、４７１、４８２、４８
４、（好ましくはＤ１８３*及びＧ１８４*の欠失も有するもの）。
　（ｂ）バチルス属菌種７０７（米国特許第６，０９３，５６２号の配列番号７）由来の
野生型酵素と少なくとも９５％の同一性を示す変異体、特に突然変異Ｍ２０２、Ｍ２０８
、Ｓ２５５、Ｒ１７２、及び／又はＭ２６１のうちの１つ以上を有するもの。好ましくは
、前記アミラーゼは、Ｍ２０２Ｌ又はＭ２０２Ｔ突然変異の一方を含む。
【０１２６】
　好適な市販のα－アミラーゼとしては、ＤＵＲＡＭＹＬ（登録商標）、ＬＩＱＵＥＺＹ
ＭＥ（登録商標）、ＴＥＲＭＡＭＹＬ（登録商標）、ＴＥＲＭＡＭＹＬ　ＵＬＴＲＡ（登
録商標）、ＮＡＴＡＬＡＳＥ（登録商標）、ＳＵＰＲＡＭＹＬ（登録商標）、ＳＴＡＩＮ
ＺＹＭＥ（登録商標）、ＳＴＡＩＮＺＹＭＥ　ＰＬＵＳ（登録商標）、ＰＯＷＥＲＡＳＥ
（登録商標）、ＦＵＮＧＡＭＹＬ（登録商標）及びＢＡＮ（登録商標）（Ｎｏｖｏｚｙｍ
ｅｓ　Ａ／Ｓ社（バウスベア、デンマーク））、ＫＥＭＺＹＭ（登録商標）ＡＴ　９００
０（Ｂｉｏｚｙｍ　Ｂｉｏｔｅｃｈ　Ｔｒａｄｉｎｇ　ＧｍｂＨ社（Ｗｅｈｌｉｓｔｒａ
ｓｓｅ　２７ｂ　Ａ－１２００ウイーン、オーストリア））、ＲＡＰＩＤＡＳＥ（登録商
標）、ＰＵＲＡＳＴＡＲ（登録商標）、ＥＮＺＹＳＩＺＥ（登録商標）、ＯＰＴＩＳＩＺ
Ｅ　ＨＴ　ＰＬＵＳ（登録商標）及びＰＵＲＡＳＴＡＲ　ＯＸＡＭ（登録商標）（Ｇｅｎ
ｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｃ．社（カリフォルニア州パロアルト）
）、並びに、ＫＡＭ（登録商標）（花王株式会社（日本、１０３－８２１０、東京都中央
区日本橋茅場町１丁目１４－１０））が挙げられる。本発明で使用するのに特に好ましい
アミラーゼは、ＮＡＴＡＬＡＳＥ（登録商標）、ＳＴＡＩＮＺＹＭＥ（登録商標）、ＳＴ
ＡＩＮＺＹＭＥ　ＰＬＵＳ（登録商標）、ＰＯＷＥＲＡＳＥ（登録商標）及びそれらの混
合物が挙げられる。
【０１２７】
　追加酵素
　本発明の製品で用いるのに好適な追加酵素は、ヘミセルラーゼ、セルラーゼ、セロビオ
ースデヒドロゲナーゼ、ペルオキシダーゼ、プロテアーゼ、キシラナーゼ、リパーゼ、ホ
スホリパーゼ、エステラーゼ、クチナーゼ、ペクチナーゼ、マンナナーゼ、ペクチン酸リ
アーゼ、ケラチナーゼ、レダクターゼ、オキシダーゼ、フェノールオキシダーゼ、リポキ
シゲナーゼ、リグニナーゼ、プルラナーゼ、タンナーゼ、ペントサナーゼ、マラナーゼ、
β－グルカナーゼ、アラビノシダーゼ、ヒアルロニダーゼ、コンドロイチナーゼ、ラッカ
ーゼ、アミラーゼ及びそれらの混合物からなる群から選択される１つ以上の酵素を含むこ
とができる。
【０１２８】
　セルラーゼ
　本発明の製品は、好ましくは、プロテアーゼ及び／又はアミラーゼに加えて他の酵素を
含む。セルラーゼ酵素は好ましい追加酵素であり、特に、エンド－β－１，４－グルカナ
ーゼ活性を示す微生物由来エンドグルカナーゼが好ましい（Ｅ．Ｃ．３．２．１．４）。
本明細書で使用するのに好ましい市販のセルラーゼは、Ｃｅｌｌｕｚｙｍｅ（登録商標）
、Ｃｅｌｌｕｃｌｅａｎ（登録商標）、Ｗｈｉｔｅｚｙｍｅ（登録商標）（Ｎｏｖｏｚｙ
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商標）（Ｇｅｎｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ）である。
【０１２９】
　好ましくは、本発明の製品は、組成物１グラム当たり少なくとも０．０１ｍｇの活性ア
ミラーゼを含み、好ましくは組成物１グラム当たり約０．０５～約１０ｍｇ、より好まし
くは約０．１～約６ｍｇ、特に約０．２～４ｍｇの活性アミラーゼを含む。
【０１３０】
　好ましくは、本発明の製品のプロテアーゼ及び／又はアミラーゼは、粒子の形態であり
、この粒子は粒子の２９重量％未満の風化性物質を含むか、又は風化性物質と活性酵素（
プロテアーゼ及び／又はアミラーゼ）は、４：１未満の重量比である。
【０１３１】
　ポリマー
　ポリマーは、存在する場合、組成物の約０．１重量％～約５０重量％、好ましくは０．
５重量％～約２０重量％、より好ましくは１重量％～１０重量％の任意の好適な量で使用
される。スルホン化／カルボキシル化ポリマーは、本発明の組成物に特に好適である。
【０１３２】
　本明細書に記載される好適なスルホン化／カルボキシル化ポリマーは、約１００，００
０Ｄａ以下、又は約７５，０００Ｄａ以下、又は約５０，０００Ｄａ以下、又は約３，０
００Ｄａ～約５０，０００Ｄａ、好ましくは約５，０００Ｄａ～約４５，０００Ｄａの重
量平均分子量を有し得る。
【０１３３】
　本明細書に記載されるように、スルホン化／カルボキシル化ポリマーは、（ａ）下記一
般式（Ｉ）を有する少なくとも１つのカルボン酸モノマーから誘導される少なくとも１つ
の構造単位：
【０１３４】
【化６】

　（式中、Ｒ1～Ｒ4は、独立して、水素、メチル、カルボン酸基、又はＣＨ2ＣＯＯＨで
あり、前記カルボン酸基は中和されていてよい）；（ｂ）場合により、下記一般式（ＩＩ
）を有する少なくとも１つの非イオン性モノマーから誘導される１つ以上の構造単位：
【０１３５】

【化７】

　［式中、Ｒ5は、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、又はＣ1～Ｃ6ヒドロキシアルキルであり、
Ｘは、芳香族であるか（Ｘが芳香族である場合、Ｒ5は、水素若しくはメチルである）、
又はＸは、下記一般式（ＩＩＩ）のものであり、
【０１３６】
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【化８】

　式中、Ｒ6は（Ｒ5とは独立して）、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、又はＣ1～Ｃ6ヒドロキシ
アルキルであり、Ｙは、Ｏ又はＮである］、及び下記一般式（ＩＶ）を有する少なくとも
１つのスルホン酸モノマーから誘導される少なくとも１つの構造単位：
【０１３７】
【化９】

　（式中、Ｒ７は、少なくとも１つのｓｐ２結合を含む基であり、Ａは、Ｏ、Ｎ、Ｐ、Ｓ
又はアミド若しくはエステル結合であり、Ｂは、単環式又は多環式芳香族基若しくは脂肪
族基であり、各ｔは、独立して０又は１であり、Ｍ＋は、カチオンである）を含み得る。
一態様では、Ｒ７は、Ｃ２～Ｃ６アルケンである。別の態様では、Ｒ７は、エテン、ブテ
ン、又はプロペンである。
【０１３８】
　好ましいカルボン酸モノマーには、アクリル酸、マレイン酸、イタコン酸、メタクリル
酸、又はアクリル酸のエトキシレートエステルのうちの１つ以上が挙げられ、アクリル酸
及びメタクリル酸がより好ましい。好ましいスルホン化モノマーとしては、（メタ）アリ
ルスルホン酸ナトリウム、ビニルスルホン酸、フェニル（メタ）アリルエーテルスルホン
酸ナトリウム、又は２－アクリルアミド－メチルプロパンスルホン酸のうちの１つ以上が
挙げられる。好ましい非イオン性モノマーとしては、メチル（メタ）アクリレート、エチ
ル（メタ）アクリレート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、メチル（メタ）アクリルア
ミド、エチル（メタ）アクリルアミド、ｔ－ブチル（メタ）アクリルアミド、スチレン、
又はα－メチルスチレンのうちの１つ以上が挙げられる。
【０１３９】
　ポリマーは、以下の濃度のモノマーを含むことが好ましい。すなわちポリマーの約４０
～約９０重量％、好ましくは約６０～約９０重量％の１つ以上のカルボン酸モノマー；ポ
リマーの約５～約５０重量％、好ましくは約１０～約４０重量％の１つ以上のスルホン酸
モノマー；及び場合により、ポリマーの約１重量％～約３０重量％、好ましくは約２～約
２０重量％の１つ以上の非イオン性モノマー。特に好ましいポリマーは、ポリマーの約７
０重量％～約８０重量％の少なくとも１つのカルボン酸モノマー、及びポリマーの約２０
重量％～約３０重量％の少なくとも１つのスルホン酸モノマーを含む。
【０１４０】
　カルボン酸は、好ましくは（メタ）アクリル酸である。スルホン酸モノマーは、好まし
くは以下のうちの１つである。すなわち、２－アクリルアミドメチル－１－プロパンスル
ホン酸、２－メタクリルアミド－２－メチル－１－プロパンスルホン酸、３－メタクリル
アミド－２－ヒドロキシプロパンスルホン酸、アリルスルホン酸（allysulfonic acid）
、メタリルスルホン酸（methallysulfonic acid）、アリルオキシベンゼンスルホン酸、
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メタリルオキシベンゼンスルホン酸、２－ヒドロキシ－３－（２－プロペニルオキシ）プ
ロパンスルホン酸、２－メチル－２－プロペン－１－スルホン酸、スチレンスルホン酸、
ビニルスルホン酸、３－スルホプロピルアクリレート、３－スルホプロピルメタクリレー
ト、スルホメチルアクリルアミド、スルホメチルメタクリルアミド、及びこれらの水溶性
塩。不飽和スルホン酸モノマーは、最も好ましくは２－アクリルアミド－２－プロパンス
ルホン酸（ＡＭＰＳ）である。
【０１４１】
　好ましい市販のポリマーとしては、Ａｌｃｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社により供給されるＡ
ｌｃｏｓｐｅｒｓｅ　２４０、Ａｑｕａｔｒｅａｔ　ＡＲ　５４０及びＡｑｕａｔｒｅａ
ｔＭＰＳ；Ｄｏｗ社により供給されるＡｃｕｍｅｒ　３１００、Ａｃｕｍｅｒ　２０００
、Ａｃｕｓｏｌ　５８７Ｇ及びＡｃｕｓｏｌ　５８８Ｇ；ＢＦ　Ｇｏｏｄｒｉｃｈ社によ
り供給されるＧｏｏｄｒｉｃｈＫ－７９８、Ｋ－７７５及びＫ－７９７；並びにＩＳＰ　
ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ　Ｉｎｃ．社により供給されるＡＣＰ　１０４２が挙げられる
。特に好ましいポリマーは、Ｄｏｗ社により供給されるＡｃｕｓｏｌ　５８７Ｇ及びＡｃ
ｕｓｏｌ　５８８Ｇである。
【０１４２】
　ポリマーにおいて、すべての又は一部のカルボン酸基又はスルホン酸基は、中和された
形態で存在することができ、すなわち、一部の又はすべての酸性基中のカルボン酸基及び
／又はスルホン酸基の酸性水素原子は、金属イオンで、好ましくはアルカリ金属イオンで
、特にナトリウムイオンで、置換することができる。
【０１４３】
　本明細書で使用するのに好適な他のポリマーとしては、アクリル酸主鎖及びアルコキシ
ル化側鎖を含むポリマーが挙げられ、前記ポリマーは、約２，０００～約２０，０００の
分子量を有し、前記ポリマーは、約２０重量％～約５０重量％のアルキレンオキシドを有
する。ポリマーは、約２，０００～約２０，０００、又は約３，０００～約１５，０００
、又は約５，０００～約１３，０００の分子量を有しなければならない。ポリマーのアル
キレンオキシド（ＡＯ）成分は、通常、プロピレンオキシド（ＰＯ）又はエチレンオキシ
ド（ＥＯ）であり、通常、ポリマーの約２０重量％～約５０重量％、又は約３０重量％～
約４５重量％、又は約３０重量％～約４０重量％を構成する。水溶性ポリマーのアルコキ
シル化側鎖は、約１０～約５５個のＡＯ単位、又は約２０～約５０個のＡＯ単位、又は約
２５～５０個のＡＯ単位を含み得る。好ましくは水溶性である、ポリマーは、ランダム、
ブロック、グラフト又は他の既知の構成体として構成され得る。アルコキシル化されたア
クリル酸ポリマーの形成方法は、米国特許第３，８８０，７６５号に開示されている。
【０１４４】
　本明細書で使用するのに好適な他のポリマーとしては、ポリカルボン酸及びこれらの部
分又は完全中和塩、モノマー状ポリカルボン酸及びヒドロキシカルボン酸並びにこれらの
塩のホモポリマー並びにコポリマーが挙げられる。上述の化合物の好ましい塩は、アンモ
ニウム塩及び／又はアルカリ金属塩、すなわち、リチウム塩、ナトリウム塩、及びカリウ
ム塩であり、特に好ましい塩は、ナトリウム塩である。
【０１４５】
　好適なポリカルボン酸は、非環式、脂環式、複素環式、及び芳香族カルボン酸であり、
この場合、それらは少なくとも２つのカルボキシル基を含有し、これらのカルボキシル基
は、それぞれの場合に、好ましくは２個以下の炭素原子によって互いに隔てられる。２個
のカルボキシル基を含むポリカルボン酸としては、例えば、マロン酸、（エチレンジオキ
シ）二酢酸、マレイン酸、ジグリコール酸、酒石酸、タルトロン酸、及びフマル酸の水溶
性塩が挙げられる。３個のカルボキシル基を含むポリカルボン酸としては、例えば水溶性
クエン酸塩が挙げられる。これに応じて、好適なヒドロキシカルボン酸は、例えばクエン
酸である。別の好適なポリカルボン酸は、アクリル酸のホモポリマーである。他の好適な
ビルダーは、国際公開第９５／０１４１６号に開示されており、その内容は、本明細書に
おいて参照される。
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【０１４６】
　本明細書で使用するのに好適な他のポリマーには、国際公開第２００９／０９５６４５
（Ａ１）号に記載されるようなポリアスパラギン酸（ＰＡＳ）誘導体が挙げられる。
【０１４７】
　金属ケア剤
　金属ケア剤は、アルミニウム、ステンレス鋼及び非第一鉄金属（銀及び銅など）といっ
た、金属の変色、腐食又は酸化を、防止又は低減することができる。好ましくは、本発明
の組成物は、組成物の０．１～５重量％、より好ましくは０．２～４重量％、特に０．３
～３重量％の金属ケア剤を含み、好ましくは、金属ケア剤はベンゾトリアゾール（ＢＴＡ
）である。
【０１４８】
　ガラスケア剤
　ガラスケア剤は、食器洗いプロセス中にガラス物品の外観を保護するものである。好ま
しくは、本発明の組成物は、組成物の０．１～５重量％、より好ましくは０．２～４重量
％、特に０．３～３重量％のガラスケア剤を含み、好ましくは、ガラスケア剤は亜鉛塩で
ある。
【０１４９】
　多区画型パウチ
　多区画型パウチは、複数の区画を形成する複数の水溶性封入材料によって形成される。
封入材料は、異なる成分の制御放出を可能とする同じ又は異なる溶解度特性を有すること
ができる。好ましくは、封入材料は水溶性ポリビニルアルコールフィルムである。
【０１５０】
　好ましいパウチは、重ね合わされた区画を有するものである。この配置は、パウチの小
型化、丈夫さ及び強度に寄与し、更にこの配置は、必要とされる水溶性材料の量を最小と
する。パウチの丈夫さはまた、パウチの物理的一体性を損なうことなく、非常に薄いフィ
ルムの使用を可能にする。また、パウチは、固定形状の機械的ディスペンサー内で使用さ
れるために各区画が折り畳まれる必要がないために、非常に使いやすくなっている。異な
る区画内に液体及び固体組成物を含む多区画型パウチの場合では、液体組成物が低い平衡
相対湿度を有することが重要である。本発明のパウチの液体組成物は、固体組成物を含む
多区画型パウチに非常に適している。
【０１５１】
　第２の区画が好ましくは固体組成物を、より好ましくは粉末の形態で収容する。固体組
成物及び液体組成物は、好ましくは約５：１～約１：５、より好ましくは約３：１～約１
：２、更により好ましくは約２：１～約１：１の重量比で存在する。この種のパウチは、
広範囲の固体：液体比の値を有する組成物を収容できることから非常に多目的である。
【０１５２】
　特に自動食器洗い機においてディスペンサーに収められる理由から、本明細書における
パウチは、正方形又は長方形の底面、及び約１～約５ｃｍ、より好ましくは約１～約４ｃ
ｍの高さを有する。固体組成物の重量は、好ましくは約５～約２０ｇ、より好ましくは約
１０～約１８ｇであり、液体組成物の重量は、約０．５～約１０ｇ、より好ましくは約１
～約８ｇである。
【０１５３】
　異なる区画を形成する封入材料は、同一条件下で異なる溶解度を有してよく、それらが
部分的又は全体的に封入した組成物の内容物を異なる時間に放出する。
【０１５４】
　多区画型パウチの各成分の制御放出は、封入材料の厚さ及び／又は溶解度を改変するこ
とによって実現することができる。封入材料の溶解度は、例えば国際公開第０２／１０２
，９５５号の１７及び１８ページに記載されているようにフィルムの架橋により、遅らせ
ることができる。すすぎ剤を放出するように設計された他の封入材料、特に水溶性フィル
ムは、米国特許第４，７６５，９１６号及び同第４，９７２，０１７号に記載されている
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。フィルムのワックス性被覆層（国際公開第９５／２９９８２号を参照のこと）は、すす
ぎ剤放出を補助し得る。ｐＨにより制御される放出手段、とりわけ選択されたアセチル化
度を有するアミノ－アセチル化多糖類は、国際公開第０４／１１１１７８号に記載されて
いる。
【０１５５】
　異なる溶解度を有するフィルムで形成された異なる区画を備える多区画型パウチによっ
て遅延放出を実現する他の手段が、国際公開第０２／０８３８０号に教示されている。
【実施例】
【０１５６】
　１０ｇのＴｒｉｌｏｎ　Ｍ（ＢＡＳＦ社により供給されるＭＧＤＡの４８％水溶液）を
、開放したペトリ皿（直径４３ｍｍ、高さ１２ｍｍ）の中に２５℃で入れた。２日後に結
晶の形成が認められた。
【０１５７】
　０．１ｇのＴｒｉｌｏｎ　Ｐ（ＢＡＳＦ社により供給されるポリアミン）を１０ｇのＴ
ｒｉｌｏｎ　Ｍに加えた。得られた溶液を、開放したペトリ皿（直径４３ｍｍ、高さ１２
ｍｍ）の中に２５℃で入れた。１週間後に結晶の形成が開始された。
【０１５８】
　Ｔｒｉｌｏｎ　Ｐが、ＭＧＤＡを含む水溶液の安定性を改善することが明らかである。
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